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NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ

NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ 28 ハーモニー相談 男女共同参画課 定性 〇

1 生活自立・仕事相談センターの活用 保護課 №8,15 定性 〇 29 あんしんケアセンターの活用＜再掲＞ 地域包括ケア推進課 №17 定性 〇

2 千葉市保護司会連絡協議会との就労支援協定に基づく市役所における就労支援 地域福祉課・人事課 №38 定性 〇 30 生涯現役応援センターの活用＜再掲＞ 高齢福祉課 №3,20 定性 〇

3 生涯現役応援センターの活用 高齢福祉課 №20,30 定性 〇 31 千葉市発達障害者支援センターの活用＜再掲＞ 障害者自立支援課 №4 定性 〇

4 千葉市発達障害者支援センターの活用 障害者自立支援課 №31 定性 〇 32 障害者基幹相談支援センターの活用＜再掲＞ 障害福祉サービス課 №21 定性 〇

5 ふるさとハローワークの活用 雇用推進課 定性 〇 33 依存症者等への支援＜再掲＞ こころの健康センター №22 定量 Ｓ

34 18歳未満の子どもに関する問題の相談＜再掲＞ 東部児童相談所・西部児童相談所 №26 定性 〇

NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ

6 住居確保給付金の活用 保護課 定性 〇 NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ

7 一時生活支援事業の活用 保護課 定性 〇 35 入札参加資格者名簿における協力雇用主への優遇措置 契約課 定性 〇

8 生活自立・仕事相談センターの活用＜再掲＞ 保護課 №1,15 定性 〇 36 更生保護関係団体への支援 地域福祉課 定性 〇

9 千葉市民間賃貸住宅入居支援制度の周知 住宅政策課 定性 〇 37 更生保護サポートセンターの設置支援 地域福祉課 定性 〇

10 千葉市住宅確保要配慮者円滑入居賃貸住宅登録制度の周知 住宅政策課 定性 〇 38 千葉市保護司会連絡協議会との就労支援協定に基づく市役所における就労支援＜再掲＞ 地域福祉課・人事課 №2 定性 〇

11 すまいのコンシェルジュの周知・活用 住宅政策課 定性 〇 39 市職員等に対する保護司への参加の促進 地域福祉課 定性 〇

12 居住支援協議会との連携 住宅政策課・高齢福祉課 定性 〇 40 “社会を明るくする運動”の周知 地域福祉課 定性 〇

13 市営住宅にかかる周知 住宅整備課 定性 〇 41 市職員への再犯防止にかかる意識醸成 地域福祉課 定性 △

42 薬物乱用防止の啓発＜再掲＞ 医療政策課 №19,24 定性 〇

NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ 43 非行防止にかかる広報・啓発活動 青少年サポートセンター 定量 Ｓ

14 生活保護制度による支援 保護課 定性 〇

15 生活自立・仕事相談センターの活用＜再掲＞ 保護課 №1,8 定性 〇 NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ

16 重層的・包括的相談支援体制の構築 地域福祉課 定性 〇 44 関係機関・団体との連携 地域福祉課 定性 〇 13

17 あんしんケアセンターの活用 地域包括ケア推進課 №29 定性 〇

18 成年後見制度の周知 地域包括ケア推進課 定性 〇

19 薬物乱用防止の啓発・相談 医療政策課 №24,42 定量 Ｂ

20 生涯現役応援センターの活用 高齢福祉課 №3,30 定性 〇

21 障害者基幹相談支援センターの活用 障害福祉サービス課 №32 定性 〇

22 依存症者等への支援 こころの健康センター №33 定量 Ｓ

NO. 事業・施策名 担当課 関連№ 評価分類 評価 ページ

23 生活保護世帯等学習・生活支援事業 保護課 定性 〇

24 薬物乱用防止の啓発・相談＜再掲＞ 医療政策課 №19,42 定量 Ａ

25 非行防止にかかる事業 青少年サポートセンター 定量 Ｓ

26 18歳未満の子どもに関する問題の相談 東部児童相談所・西部児童相談所 №34 定性 〇

27 スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー等を通じた支援 教育支援課 定性 〇 8

7

9

10

[再犯防止に資する市の取組み]　事業一覧　総括表

11

12

３　非行の防止・学校と連携した修学支援等のための取組

2

６　国・民間団体等との連携強化等

3

4

5

6

１　就労・住居の確保のための取組

ア　就労の確保のための取組

イ　住居の確保のための取組

２　保健医療・福祉サービスの利用の促進等のための取組

４　犯罪をした人等の特性に応じた支援等のための取組

５　民間協力者の活動の促進、広報・啓発活動の推進等のための取組

市の取組みの評価について
再犯防止に資する市の取組み（44事業）について、その推進状況は以下のとおりです。

①定量評価　…　主に量的な成果を評価 ②定性評価　…　取組の内容や体制の構築等を評価

評価 評価基準 項目数 割合 評価 評価基準 項目数 割合

Ｓ 年度目標を上回る業務量が達成できた場合 4 66.7% ◎ 年度目標以上のものが達成できた場合 0 0%

Ａ
年度目標にしている業務量を概ね（８割以上10割以下）
達成できた場合

1 16.7% ○ 年度目標が概ね達成できた場合 37 97.4%

Ｂ
年度目標にしている業務量の一部（５割以上）を達成
できた場合

1 16.7% △ 年度目標の一部が達成できた場合 1 2.6%

Ｃ
年度目標にしている業務量を大きく下回った（５割未満）
場合

0 0% × 年度目標がほとんど又はまったく達成できなかった場合 0 0%

【評価】

定量評価の事業については、Ｓ評価（4項目）とＡ評価（1項目）を合わせて、全体（6項目）の83％を占めました。Ｂ評価は1項目あり、Ｃ評価はありませんでした。

定性評価の事業については、◎評価はありませんでしたが、〇評価が37項目あり、全体（38項目）の97％を占めました。△評価は1項目あり、×評価はありませんでした。

　　　　　　　　　※小数点第二位以下を四捨五入しているため、割合の合計が100％にならない場合があります



１ 就労・住居の確保のための取組

 ア 就労の確保のための取組

生活自立・仕事相談センターの

活用

[保護課]

千葉市保護司会連絡協議会との

就労支援協定に基づく市役所に

おける就労支援

[地域福祉課]

[人事課]

生涯現役応援センターの活用

[高齢福祉課]

千葉市発達障害者支援センター

の活用

[障害者自立支援課]

ふるさとハローワークの活用

[雇用推進課]

取組内容 令和４年度実績（実施状況） 評価

1

 「仕事が⾧続きしない」「仕事に就く自信がない」

「生活で悩みがあるが、どうしたら良いか分からな

い」など、生活に困りごとや不安を抱えている方への

悩みに応じた支援を行います。

定性 №8、15

 「仕事が⾧続きしない」「仕事に就く自信が

ない」「生活で悩みがあるが、どうしたら良い

か分からない」など、生活に困りごとや不安を

抱えている方への悩みに応じた支援を行いま

す。

 相談者の悩み事に応じて個別にプランを作成

し、就労支援、家計改善支援、一時生活支援等

の支援を行いました。また、必要に応じて関係

機関（ハローワーク、法テラス、医療機関等）

との連携を図りました。

○

No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№ 令和４年度予定・目標

○

3

 生涯現役応援センターにおいて、高齢者の就労等に

向けた支援を行います。相談者の生活歴、就業歴を十

分に聞き取り、個々の相談者の能力に適した就労先へ

のマッチング支援を行います。また、多様なニーズに

対応できるよう、さらなる就労先の開拓を実施しま

す。

定性 №20、30

 相談者の生活歴、就業歴を十分に聞き取り、

個々の相談者の能力に適した就労先へのマッチ

ング支援を行います。

・相談件数：871件

・マッチング件数 :208件

・セミナーの実施回数：5回／年

 相談者の生活歴、就業歴を十分に聞き取り、

個々の相談者の能力に適した就労先へのマッチ

ング支援を行いました。

・相談件数：621件

・マッチング件数 ： 296件

・セミナーの実施回数 ： 5回／年

○

2

 犯罪や非行の無い明るい地域社会づくりに向け、千

葉市保護司会連絡協議会（以下、保護司会）や保護観

察所などの関係機関との連携により、保護司会から推

薦を受けた保護観察中の少年等を、市の臨時職員とし

て任用することにより、自立及び社会復帰を支援して

いく環境を整えています。

定性 №38

 保護司会や保護観察所と連携を図りながら、

保護観察中の少年等を保護司会から推薦を受け

た場合に 、選考のうえ、任用ができるよう、

引き続き環境を整えます。

 保護司会や保護観察所と協定に関する情報共

有を図るとともに、任用に係る予算措置を行う

など、自立及び社会復帰を支援する環境を整え

ました。なお、任用実績はありませんでした。

○

5

 犯罪をした人等を含む求職者に対して、職業相談や

求人情報の提供のほか、本市による就労・生活支援相

談を行います。

定性

 職業相談や求人情報の提供のほか、本市によ

る就労・生活支援相談を行います。また、オン

ラインによる相談も行います。

 予定通り、職業相談や求人情報の提供のほ

か、本市による就労・生活支援相談を行いまし

た。また、オンライン相談を１件実施しまし

た。

○

4
 ご本人のニーズや能力に合わせて、就労やその準備

に対する支援を関係機関と連携して行います。
定性 №31

 本人のニーズや能力に合わせて、就労やその

準備に対する支援を関係機関と連携して行いま

す。

 適宜、就労に関する相談支援を実施しまし

た。

就労支援延べ件数：1,198件

3



 イ 住居の確保のための取組

住居確保給付金の活用

[保護課]

一時生活支援事業の活用

[保護課]

生活自立・仕事相談センターの

活用＜再掲＞

[保護課]

千葉市民間賃貸住宅入居支援制

度の周知

[住宅政策課]

千葉市住宅確保要配慮者円滑入

居賃貸住宅登録制度の周知

[住宅政策課]

取組内容 令和４年度実績（実施状況） 評価

6

 離職等により住居を喪失するおそれのある方に対

し、一定期間家賃相当額（住居確保給付金）を支給す

るとともに、自立に向けた支援を行います。

定性

 離職等により住居を喪失するおそれのある方

に対し、一定期間家賃相当額（住居確保給付

金）を支給するとともに、自立に向けた支援を

行います。

 離職等により住居を喪失するおそれのある方

に対し、一定期間家賃相当額（住居確保給付

金）を支給するとともに、自立に向けた支援を

行うとともに、ホームページやポスター・チラ

シを活用した制度周知を実施しました。

○

No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№ 令和４年度予定・目標

○

8

 「仕事が⾧続きしない」「仕事に就く自信がない」

「生活で悩みがあるが、どうしたら良いか分からな

い」など、生活に困りごとや不安を抱えている方への

悩みに応じた支援を行います。

定性 №1、15

 「仕事が⾧続きしない」「仕事に就く自信が

ない」「生活で悩みがあるが、どうしたら良い

か分からない」など、生活に困りごとや不安を

抱えている方への悩みに応じた支援を行いま

す。

 相談者の悩み事に応じて個別にプランを作成

し、就労支援、家計改善支援、一時生活支援等

の支援を行いました。また、必要に応じて関係

機関（ハローワーク、法テラス、医療機関等）

との連携を図りました。

○

7

 一定の住居を持たない方に対し、一定の期間内に限

り、宿泊場所や食事の提供等を行い、生活の立て直し

に向けた支援を行います。

定性

 一定の住居を持たない方に対し、一定の期間

内に限り、宿泊場所や食事の提供等を行い、生

活の立て直しに向けた支援を行います。

 一定の住居を持たない方に対し、一定の期間

内に限り、宿泊場所や食事の提供等を行い、生

活の立て直しに向けた支援を行いました。

○

10

 民間賃貸住宅への入居を拒まれがちな、高齢者や障

害者、犯罪をした人等の住宅確保要配慮者に対して、

住宅の円滑な入居の促進を図るため、千葉市住宅確保

要配慮者円滑入居賃貸住宅登録制度の周知を行いま

す。

定性

 住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な

入居を促進するため、住宅確保要配慮者円滑入

居賃貸住宅の登録制度について周知を行いま

す。

 市内の不動産団体に制度説明を行い、団体内

での周知を依頼しました。

 また、市内の不動産業者と家主を対象にした

セミナーを開催し、住宅確保要配慮者円滑入居

賃貸住宅の登録制度や、千葉市民間賃貸入居支

援住宅としての物件情報が提供されるように依

頼しました。

○

9

 民間賃貸住宅への入居を拒まれがちな、高齢者や障

害者、犯罪をした人等の住宅確保要配慮者に対して、

住宅の円滑な入居の促進を図るため、千葉市民間賃貸

住宅入居支援制度の周知を行います。

定性

 住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な

入居を促進するため、千葉市民間賃貸住宅入居

支援制度の周知を行います。

 ホームページ掲載による周知の他、市役所関

係各課、各区窓口、市民センター、高齢者世

帯、子育て世帯の窓口等へ制度のチラシを配架

しました。（1,060部）

 また、市内の不動産団体に制度説明を行い、

団体内での周知を依頼しました。

4



取組内容 令和４年度実績（実施状況） 評価No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№ 令和４年度予定・目標

すまいのコンシェルジュの周

知・活用

[住宅政策課]

居住支援協議会との連携

[住宅政策課]

[高齢福祉課]

市営住宅にかかる周知

[住宅整備課]

○

12

 市の住宅部局や福祉部局、不動産関係団体等が連携

する居住支援協議会において、高齢者や障害者、犯罪

をした人等、住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円

滑な入居の促進に必要な措置について協議します。

定性

 住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な

入居の促進に必要な措置について協議を行うと

ともに、居住支援協会の会員間で、情報共有等

により連携を図ります。

 総会（年１回）及び部会（年４回）を開催

し、刑務所出所者等に対する居住支援の促進

や、住宅確保要配慮者への相談体制のあり方に

ついて（住宅確保要配慮者円滑入居相談窓口設

置の検討）テーマとして、情報共有や意見交換

を行いました。

 また、円滑に入居するための支援ツールとし

て、居住支援サービス提供業者等の一覧表を公

開しました。

○

11

 賃貸住宅に入居する際に、様々な理由により家主か

ら入居を敬遠されがちな、高齢者や障害者、犯罪をし

た人等からの相談に対して、「すまいのコンシェル

ジュ」において、情報提供などを行います。また、

「すまいのコンシェルジュ」の周知を行います。

定性

 「すまいのコンシェルジュ」において、千葉

市民間賃貸入居支援住宅の物件情報等の提供を

行います。

 また、「すまいのコンシェルジュ」の周知を

行います。

 「すまいのコンシェルジュ」にて、住宅確保

要配慮者から227件の相談を受け、千葉市民間

賃貸入居支援住宅等の情報を提供しました。

 また、ホームページ掲載による周知の他、市

役所関係各課、各区窓口、市民センター、公民

館、高齢者世帯、子育て世帯の窓口等へ制度の

チラシを配架しました。（1,520部）

○13
 低廉な家賃で借りられる市営住宅についての周知を

行います。
定性

 年4回の市営住宅定期募集について、市内各

所に募集案内書を配布し周知を行います。

 年4回の市営住宅定期募集について、市内各

所に募集案内書を配布し周知に取り組みまし

た。
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2 保健医療・福祉サービスの利用の促進等のための取組

生活保護制度による支援

[保護課]

生活自立・仕事相談センターの活

用＜再掲＞

[保護課]

重層的・包括的相談支援体制の

構築

[地域福祉課]

あんしんケアセンターの活用

[地域包括ケア推進課] 

成年後見制度の周知

[地域包括ケア推進課]

令和４年度予定・目標 令和４年度実績（実施状況） 評価No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№取組内容

○

15

 「仕事が⾧続きしない」「仕事に就く自信がない」

「生活で悩みがあるが、どうしたら良いか分からな

い」など、生活に困りごとや不安を抱えている方への

悩みに応じた支援を行います。

定性 №1、8

 「仕事が⾧続きしない」「仕事に就く自信が

ない」「生活で悩みがあるが、どうしたら良い

か分からない」など、生活に困りごとや不安を

抱えている方への悩みに応じた支援を行いま

す。

 相談者の悩み事に応じて個別にプランを作成

し、就労支援、家計改善支援、一時生活支援等

の支援を行いました。また、必要に応じて関係

機関（ハローワーク、法テラス、医療機関等）

との連携を図りました。

○

14

 病気や怪我その他の事情により収入が途絶える・蓄

えがなくなるなど、生活が困難になった場合に、その

困窮の程度に応じて必要な保護を行い、最低限度の生

活を保障するとともに、それらの方々の自立を助⾧す

ることを目的としている制度です。

定性

 生活が困窮した世帯からの相談に対し、適切

に対応します。また、生活保護受給している世

帯に対し、自立を助⾧します。

 生活が困窮した世帯からの相談に対し、適切

に対応しました。また、生活保護受給している

世帯に対し、自立を助⾧しました。

○

17

 「高齢者の皆さんの身近な相談窓口」として、介

護・福祉・健康・医療など、様々な面から必要に応じ

た支援を行います。

定性 №29

 総合相談による支援のほか、講演会、相談

会、住民主体活動の場も活用し、介護予防に関

する普及啓発を実施します。

 総合相談を実施するとともに、講演会やイベ

ント等で介護予防普及啓発を行いました。

総合相談 114,384人

イベント等参加延べ人数 25,098人

○

16

 複雑化・複合化した生活課題の解決に向けて、置か

れた状況や年齢を問わず各種相談を包括的に受け止

め、適切な支援に早期につなげるため、重層的・包括

的相談支援体制を構築します。

定性

 置かれた状況や年齢を問わず各種相談を包括

的に受け止め、適切な支援に早期につなげるた

め、本市に適した相談支援体制のあり方を検討

します。

 民間事業者のノウハウを活用し、本市に適し

た相談支援体制のあり方を検討しました。

・重層的・包括的支援体制に関する他市調査

・包括的相談支援事業者連絡会議の開催（2

回）

・コンセプトブックの作成

○18

 認知症等により判断能力が低下した方を、安心して

生活できるように保護し、支援する制度である「成年

後見制度」を周知します。

定性
 ホームページやパンフレットによる周知及び

市民を対象とした講習会を開催します。

 市ホームページに制度に関する情報を掲載す

るとともに、パンフレットを14,000部作成し、

関係機関に配布しました。また、市民を対象と

した講習会を12回開催しました。
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令和４年度予定・目標 令和４年度実績（実施状況） 評価No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№取組内容

薬物乱用防止の啓発・相談

[医療政策課]

生涯現役応援センターの活用＜

再掲＞

[高齢福祉課]

障害者基幹相談支援センターの

活用

[障害福祉サービス課]

依存症者等への支援

[こころの健康センター]

19 定量 №24、42

 保健所をはじめ各区福祉センター等の市内公

共施設にてポスターの掲示やリーフレットの配

布を行います。

リーフレット配布数：2,500部

 また、市内の薬物相談窓口においては、引き

続き再発防止に係る知識も有する相談員及び職

員が相談対応を行います。

①市内各施設にポスター130部、リーフレット

をのべ1,950部配布しました。

②市内の薬物相談窓口（こころの健康セン

ター、各区健康課及び保健所）において計93

件の相談に対応しました。

B

 保健所や各区保健福祉センター等へのポスター掲示

やリーフレットの配布、市ホームページを通じて薬物

乱用防止に関する啓発を行います。

 また、再発防止にも対応した薬物相談窓口の設置を

行います。

○

21

 各区に１か所ずつ設置した障害者基幹相談支援セン

ターにおいて障害のある方に対する総合相談を実施す

るなかで、犯罪をした人等に対応する際には、その特

性に応じた相談支援を実施するとともに保健医療・福

祉サービスの利用促進を図ります。

定性 №32

 障害者基幹相談支援センターにおいて、犯罪

をした人等に対応する際には、その特性に応じ

た相談支援を実施するとともに保健医療・福祉

サービスの利用促進を図ります。

 障害者基幹相談支援センターにおいて、犯罪

をした人等に対応する際には、その特性に応じ

た相談支援を実施するとともに保健医療・福祉

サービスの利用促進を図る体制を確保しまし

た。

○

20

 相談者の生活歴、就業歴を十分に聞き取り、就労先

の紹介に留まらず、保健医療、福祉サービスの紹介を

行います。

定性 №3、30

 相談者の生活歴、就業歴を十分に聞き取り、

就労先の紹介に留まらず、保健医療、福祉サー

ビスの紹介を行います。

・相談件数：871件

・マッチング件数 :208件

・セミナーの実施回数：5回／年

 相談者の生活歴、就業歴を十分に聞き取り、

就労先の紹介に留まらず、保健医療、福祉サー

ビスの紹介を行いました。

・相談件数：621件

・マッチング件数 ： 296件

・セミナーの実施回数 ： 5回／年

S22 定量 №33

 千葉市依存症治療・回復プログラムを通じ

て、犯罪をした人等も含め、「薬物やアルコー

ルをやめたい」と思う方へ支援をしていきま

す。

目標参加延べ人数118人

 薬物やアルコールをやめたいと思う方に対

し、SMARPPのテキストを用い、依存症治

療・回復プログラムを18回実施しました。

参加延べ人数 126人

 千葉市依存症治療・回復プログラムを通じて、犯罪をし

た人等も含め、「薬物やアルコールをやめたい」と思う方

へ支援をしていきます。
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３ 非行の防止・学校と連携した修学支援等のための取組

生活保護世帯等学習・生活支援

事業

[保護課]

薬物乱用防止の啓発・相談＜再

掲＞

[医療政策課]

非行防止にかかる事業

[青少年サポートセンター]

18歳未満の子どもに関する問題

の相談

[東部児童相談所]

[西部児童相談所]

令和４年度予定・目標 令和４年度実績（実施状況） 評価

23

 生活困窮家庭等の中学２、３年生に対し、学習支援

と生活支援を実施することで家庭状況によって学びに

差が生じないように支援を行います。

定性

No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№

 生活困窮家庭等の中学２、３年生に対し、学

習支援と生活支援を実施しました。
○

取組内容

24 定量 №19、42

 市内の中学校及び高等学校へのポスター掲示

やリーフレットの配布、市ホームページを通じ

て薬物乱用防止に関する啓発を行います。

リーフレット配布数：13,000部

 また、市内の薬物相談窓口においては、再発

防止に係る知識も有する相談員及び職員が引き

続き相談対応を行います。

 市内の中学校及び高等学校へのポスター掲示やリー

フレットの配布、市ホームページを通じて薬物乱用防

止に関する啓発を行います。

 また、再発防止にも対応した薬物相談窓口の設置を

行います。

①教育委員会に依頼し、市内の中学校や高等学

校、青葉看護専門学校へ12,750部のリーフレッ

トを配布しました。

②市内の薬物相談窓口（こころの健康セン

ター、各区健康課及び保健所）において計93

件の相談に対応しました。

A

 生活困窮家庭等の中学２、３年生に対し、学

習支援と生活支援を実施することで家庭状況に

よって学びに差が生じないように支援を行いま

す。

S

 児童生徒・少年・保護者・学校などを対象に、来所

や電話による相談活動を行います。また、来所できな

い青少年やその保護者等に対する訪問相談を実施しま

す。

 家庭や学校からの相談、警察からの通告を受

理し、対応しました。
○

25 定量

 相談機関としての認知度を上げる広報啓発事

業の強化を図ります。また、丁寧な対応で継続

支援を行います。

相談件数（電話・来所・訪問）500件以上

 学校関係者が出席する会議において

周知を行ったことにより、事業の認知度が上が

り、学校対応や不登校対応等、学校からの相談

が増加しました。

相談件数759件

26
 18歳未満の子どもに関するさまざまな問題のうち、

家庭その他から非行に関する相談にも応じています。
定性 №34

 家庭、その他の機関等からの非行に関する相

談等に応じます。
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令和４年度予定・目標 令和４年度実績（実施状況） 評価No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№取組内容

スクールカウンセラー・スクー

ルソーシャルワーカー等を通じ

た支援

[教育支援課]

○27

 全市立学校において、児童生徒へのカウンセリング

を実施するとともに、教職員及び保護者に対する助

言・援助を行い、いじめや不登校の問題や悩みの解消

を図るために効果的なスクールカウンセラーを通じた

支援を行います。

 また、スクールソーシャルワーカーを通じて、教育

に加え社会福祉等の専門的な知識や技術を用いて、児

童生徒の置かれた環境に働きかける支援を行います。

定性

 いじめや不登校などに対応するため、公認心

理師や臨床心理士など心理の専門的知識を有す

るスクールカウンセラー（SC）による児童生

徒へのカウンセリングや教職員及び保護者に対

する助言や支援を行います。

 また、教育分野に関する知識に加えて、社会

福祉等の専門的な知識や技術を有するスクール

ソーシャルワーカー（SSW）を配置し、問題

を抱える児童生徒が置かれた環境へ働きかける

支援を行います。

 SCは、児童生徒へのカウンセリングを実施

するとともに、教職員及び保護者に対する助言

や支援を行いました。

 また、小学校の配置時間を大規模校年間148

時間から年間160時間、通常校年間111時間か

ら年間120時間に、統括スーパーバイザーの配

置時間を年間340時間から年間380時間に拡充

し、新たに教育支援センター（ライトポート花

見川）に1名配置しました。

 SSWは学校からの派遣申請を受けて事案に

対応しました。

 さらには、SSWを新たに花見川中学校に1人

配置、教育センターに1人追加し、10人から12

人へ拡充しました。

配置時間：年間864時間（1人あたり）

9



４ 犯罪をした人等の特性に応じた支援等のための取組

ハーモニー相談

[男女共同参画課]

あんしんケアセンターの活用

＜再掲＞

[地域包括ケア推進課]

生涯現役応援センターの活用

＜再掲＞

[高齢福祉課]

千葉市発達障害者支援センター

の活用＜再掲＞

[障害者自立支援課]

障害者基幹相談支援センターの

活用＜再掲＞

[障害福祉サービス課]

令和４年度予定・目標 令和４年度実績（実施状況） 評価No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№取組内容

○

29

 「高齢者の皆さんの身近な相談窓口」として、介

護・福祉・健康・医療など、様々な面から必要に応じ

た支援を行います。

定性 №17

 総合相談による支援のほか、講演会、相談

会、住民主体活動の場も活用し、介護予防に関

する普及啓発を実施します。

 総合相談を実施するとともに、講演会やイベ

ント等で介護予防普及啓発を行いました。

総合相談 114,384人

イベント等参加延べ人数 25,098人

○

28

 少子・高齢化の進展や価値観の多様化が進む中で、

女性の精神的な負担を軽減し、男女共同参画の推進を

図るため、女性が抱える様々な悩みに応じます。

定性

 男女共同参画センターにおいて以下の日程で

相談を受け付けます。

毎週火～金曜日：10時～20時

毎週土・日曜日：10時～16時

 男女共同参画センターにおいて、日程どおり

相談を受け付けました。

相談延べ人数 1,867人

○

31

 日常生活（コミュニケーション、行動上のこと、学

校や職場でのこと等）のさまざまな相談に応じ、福祉

制度の利用の仕方や関係施設・関係機関の紹介等を実

施します。

定性 №4

 日常生活（コミュニケーション、行動上のこ

と、学校や職場でのこと等）のさまざまな相談

に応じ、福祉制度の利用の仕方や関係施設・関

係機関の紹介等を実施します。

 適宜、発達に関する相談支援を実施しまし

た。

発達支援延べ件数：3,230件

○

30

 就労の紹介に留まることなく、ボランティアや地域

活動の紹介など、相談者が地域と繋がりをもち生きが

いをもって生活できるよう支援します。

定性 №3,20

 就労の紹介に留まることなく、ボランティア

や地域活動の紹介など、相談者が地域と繋がり

をもち生きがいをもって生活できるよう支援し

ます。

・相談件数：871件

・マッチング件数 :208件

・セミナーの実施回数：5回／年

 就労の紹介に留まることなく、ボランティア

や地域活動の紹介など、相談者が地域と繋がり

をもち生きがいをもって生活できるよう支援し

ました。

・相談件数：621件

・マッチング件数 ： 296件

・セミナーの実施回数 ： 5回／年

○32

 各区に１か所ずつ設置した障害者基幹相談支援セン

ターにおいて障害のある方に対する総合相談を実施す

るなかで、犯罪をした人等に対応する際には、その特

性に応じた相談支援を実施するとともに保健医療・福

祉サービスの利用促進を図ります。

定性 №21

 障害者基幹相談支援センターにおいて、犯罪

をした人等に対応する際には、その特性に応じ

た相談支援を実施するとともに保健医療・福祉

サービスの利用促進を図ります。

 障害者基幹相談支援センターにおいて、犯罪

をした人等に対応する際には、その特性に応じ

た相談支援を実施するとともに保健医療・福祉

サービスの利用促進を図る体制を確保しまし

た。
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令和４年度予定・目標 令和４年度実績（実施状況） 評価No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№取組内容

依存症者等への支援＜再掲＞

[こころの健康センター]

18歳未満の子どもに関する問題

の相談＜再掲＞

[東部児童相談所]

[西部児童相談所]

33 定量 №22

 千葉市依存症治療・回復プログラムを通じ

て、犯罪をした人等も含め、「薬物やアルコー

ルをやめたい」と思う方へ支援をしていきま

す。

目標参加延べ人数118人

 薬物やアルコールをやめたいと思う方に対

し、SMARPPのテキストを用い、依存症治

療・回復プログラムを18回実施しました。

参加延べ人数 126人

S

 千葉市依存症治療・回復プログラムを通じて犯罪を

した人等も含め、「薬物やアルコールをやめたい」と

思う方へ支援をしていきます。

○34
 18歳未満の子どもに関するさまざまな問題のうち、

家庭その他から非行に関する相談にも応じています。
定性 №26

 家庭、その他の機関等からの非行に関する相

談等に応じます。

 家庭や学校からの相談、警察からの通告を受

理し、対応しました。
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５ 民間協力者の活動の促進、広報・啓発活動の推進等のための取組

入札参加資格者名簿における協

力雇用主への優遇措置

[契約課]

更生保護関係団体への支援

[地域福祉課]

更生保護サポートセンターの設

置支援

[地域福祉課]

千葉市保護司会連絡協議会との

就労支援協定に基づく市役所に

おける就労支援＜再掲＞

[地域福祉課]

[人事課]

令和４年度予定・目標 令和４年度実績（実施状況） 評価No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№取組内容

○

36

 保護司会連絡協議会等、更生保護団体への補助金、

千葉県更生保護助成協会への負担金を交付し、活動を

支援します。

定性

 更生保護団体への補助金、千葉県更生保護助

成協会への負担金を交付し、活動を支援しま

す。

 更生保護団体への補助金、千葉県更生保護助

成協会への負担金を交付し、活動を支援しまし

た。

＜実績＞

千葉市保護司会連絡協議会：994,000円

千葉県更生保護助成協会：2,635,000円

○

35

 本市の入札参加資格審査基準における発注者別評価

点において、保護観察所に協力雇用主として登録があ

る入札参加申請者に対し、評価点を設けています。

定性

 入札参加資格審査に際し、保護観察所に協力

雇用主として登録がある入札参加申請者につい

て評価点を設けます。

 令和4・5年度入札参加資格者名簿において

優遇措置を講じた件数（令和5年3月末時点） 

14件

○

38

 犯罪や非行の無い明るい地域社会づくりに向け、千

葉市保護司会連絡協議会（以下、保護司会）や保護観

察所などの関係機関との連携により、保護司会から推

薦を受けた保護観察中の少年等を、市の臨時職員とし

て任用することにより、自立及び社会復帰を支援して

いく環境を整えています。

定性 №2

 保護司会や保護観察所と協定に関する情報共

有を図るとともに、保護観察中の少年等を保護

司会から推薦を受けた場合に 、選考のうえ、

任用ができるよう、引き続き環境を整えます。

 保護司会や保護観察所と協定に関する情報共

有を図るとともに、任用に係る予算措置を行う

など、自立及び社会復帰を支援する環境を整え

ました。なお、任用実績はありませんでした。

○

37

 保護司の活動促進のため、開設されている更生保護

サポートセンターについて、引き続き開設場所の提供

を行います。

定性
 開設されている更生保護サポートセンターに

ついて、引き続き開設場所の提供を行います。

 関係課・区と調整を行い、開設されている更

生保護サポートセンターについて、引き続き開

設場所の提供を行うとともに、使用料の減免申

請を行うなど、保護司活動の拠点を確保しまし

た。
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令和４年度予定・目標 令和４年度実績（実施状況） 評価No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№取組内容

市職員等に対する保護司への参

加の促進

[地域福祉課]

“社会を明るくする運動”の周知

[地域福祉課]

市職員への再犯防止にかかる意

識醸成

[地域福祉課]

薬物乱用防止の啓発＜再掲＞

[医療政策課]

非行防止にかかる広報・啓発活

動

[青少年サポートセンター]

○

40

 犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を目指す

“社会を明るくする運動”に参加するとともに、ホーム

ページなどにより、周知します。

定性

 “社会を明るくする運動”に参加するととも

に、ホームページなどにより、周知を行いま

す。

 7月に実施された駅周辺広報活動と８月に実

施された千葉市民のつどいに参加するととも

に、ホームページにおいても周知を行い、市民

のつどいについては当日の様子について

YouTube配信を行いました。

○

39

 保護司の成り手確保に向け、定年退職を迎える市職

員や教員に対し、保護司の活動内容を紹介する等の働

きかけを行います。

定性

 定年退職を迎える市職員や教員に対し、保護

司の活動内容を紹介する資料を配付するととも

に、成り手確保のための案内を行います。

 定年退職を迎える職員（市職員120人、教員

103人）に対し、保護司の活動内容を紹介する

資料を送付し、関心をもつ職員への働きかけに

努めました。

△

42

 ポスター掲示や市ホームページ、イベント等を通じ

て市民の方への薬物乱用防止や再発防止に関する啓発

を行います。

定性 №19、24

 ポスター掲示や市ホームページ、イベント等

を通じて市民の方への薬物乱用防止や再発防止

に関する啓発を行います。

①青少年のフェスタにおいてブースを設置し、

市民に対し啓発活動を行いました。

②２月の市政だよりに「千葉県薬物乱用防止広

報強化月間」に係るお知らせを掲載しました。

○

41

 再犯防止にかかる意識の醸成を図るため、多くの市

職員が受講できるような方法により、研修等を実施し

ます。

定性

 計画策定・推進の中で庁内関係課に対し、再

犯防止の取組への理解や協力を促すとともに、

研修等を実施します。

 計画策定に係る説明会や個別協議を行い、再

犯防止の取組への理解促進や協力を依頼しまし

たが、研修等の実施については、実施方法を検

討するに留まりました。

S43 定量

 ネット安全教室の対象を小・中学校の児童生

徒のみから、保護者向けにも広げていきます。

 また、広報紙やホームページなどによる情報

発信を行います。

研修会実施60回

 ネット安全教室の実施回数は164回で前年度

から大幅に増加しました。（小学校123回、中

学校26回、小学生保護者3回、中学生保護者12

回）今後も様々な会議等でＰＲを図っていく予

定です。

 また、広報紙やホームページなどによる情報

発信も行いました。

 地域等で活動する青少年育成団体や学校が実施する

非行防止に関する研修会やネット安全教室等に講師を

派遣します。

 また、広報紙やホームページなどによる情報発信を

行います。
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６ 国・民間団体等との連携強化等

関係機関・団体との連携

[地域福祉課]

取組内容

 計画策定後の３月に「千葉市再犯防止にかか

るネットワーク会議」を設置し関係機関の参加

によるネットワークの構築及び意見交換を行い

ました。

○44

 再犯防止にかかる推進体制及び連携を強化するた

め、千葉市再犯防止推進計画の策定に向けた連絡協議

会の委員を中心とした関係団体で構成する「千葉市再

犯防止にかかるネットワーク会議」を設置し、ネット

ワークの構築及び計画の進捗に係る意見交換などを行

います。

定性

 計画策定後、「千葉市再犯防止にかかるネッ

トワーク会議」を設置し、ネットワークの構築

及び計画の進捗に係る意見交換などを行いま

す。

No
事業名

[担当課]
評価分類 関連№ 令和４年度予定・目標 令和４年度実績（実施状況） 評価
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